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脳型コンピュータなど
ヒトの感覚・運動関連研究

情報通信技術的展開
NIRS、 BMI/BCI

脳機能に学ぶ省エネゆらぎネットワーク
心のコミュニケーション技術

NICT

医学的展開
基礎医学研究
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脳・神経医学研究分野

脳工学研究分野

脳機能性疾患治療・基礎生命科学
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I2R

文部科学省

出典
予算額：各組織・機関のHomepageによる
平成19年度(2008.3)脳科学の産業分野への展開に関する調査事業 調査報告書」
http://www.keieiken.co.jp/services/neuro/pdf/h19_nedo.pdf
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